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新たな共同体の創出を～新しいぶどう酒を新しい革袋に～

山梨英和学院理事長・院長
山梨英和大学学長

風　間　重　雄

　国土交通省が3月28日に発表した試算によると、2050年には日本の人口は約9700万人に減少し、全国の6割

以上の地域において、人口が2010年時点の半分以下になるという。また、『中央公論』6月号に元総務相・東京大

学客員教授増田寛也と日本創世会議・人口問題検討分科会の提言という形で掲載されたエッセイのタイトルは

「消滅する市町村523～壊死する地方都市～」。こちらの予想では2040年には全国1800市区町村の半分の存

続が困難になるという。いずれも、山梨英和学院の存続にとって、悲観的とも言える材料である。

　こうした数字を眺めながら思い出したのが、かつてビジネス雑誌に載った「日本酒が飲めなくなる」といった記事

である。そのロジックはこうであった。今、杜氏の高齢化が進んでいる。近い将来杜氏が仕事を辞める。杜氏がいな

ければ酒造りはできないのだから、我々は日本酒が飲めなくなる。しかし、この「予想」は外れた。日本酒の消費は、

すべての酒類に占める割合は高くないとはいえ、確実に続いている。否、かつてより特色のある様々な日本酒が享

受できるようになったと言えよう。なぜか。需要があれば供給もあるというのが経済の原則で、日本酒を飲みたい

人がいなくならなかったこと、酒米の精製にコンピュータ制御の技術が導入されこと、そしてインターネットの普及

により、灘といったブランドではない、極端に言えば社長と杜氏しかいない酒造所でも日本酒の頒布ができるよう

になったこと等が原因だと言われている。

　この事例がヒントになるとすれば、山梨英和大学、山梨英和中学校・高等学校、三つの幼稚園の存続は、地域

否全国から需要があること、ICTを活用することに活路を見いだせることになる。最近「学際」ではなく「学融」とい

うことが言われ始めているが、山梨英和大学はここ数年の人事による新しい血の輸血により文理融合の「学融」化

を進めようとしている。中高の快挙であったSSH採択、幼稚園での認定こども園化へ向けての奮闘など、すべて

「山梨英和」ブランドの「需要」がなくならないことを庶幾してのエネルギーの傾注である。

　しかし、もっとも大事なのは、エジプトでの豊穣を懐かしみ、かつて出てきたところへの帰還を主張し（民数11：4

－6）、「約束の地」までの荒れ野での遠い辛い旅路を忌避し「乳と蜜の流れる土地」は実はかつていたエジプトな

のだとする者が（同16：13）、荒れ野の苦難で浄化され、山梨英和学院が新しい共同体として生まれ変わること

ではないか。そうした思いを禁じ得ないでいる。

大学の主役を育てるために

山梨英和大学
副学長（学生サービス担当）

難　波　道　弘

　このたび、学生サービス担当副学長という重職に就任することとなりました。学生サービス部は大学の主役である

学生を学習支援、学生生活、進路支援などのあらゆる面からサポートしていく大学のセンターポジションといえます。

　学生サービス部は「（敬神・愛人・自修という）スクールモットーに基づき、大学の主役たる学生を育て、社会に

送り出すことで、地域社会の発展に貢献する」という大学のミッションを最前線で実行していく部署だと思います。

そしてそのためには「すべてをやってあげる」学生サービスであってはならない、ときに社会のルールやマナーを学

生に厳しく教えていくことも学生サービスの重要なミッションであると思っています。

　学生はいろいろな思いをもってキャンパスに足を踏み入れます。第１志望で入学した人、とりあえず大学だけは

と入学した人、すべり止めで入学した人などその思いはさまざまです。しかし入学した人はすべて等しく山梨英和

の主役です。その思いを敏感に察知し、サポートしていくための「アドバイザー制度」があります。制度そのものは多

くの大学にありますが、この制度を機能させるのに多くの大学が苦慮しています。そしてこの制度を有効に活用さ

せている大学が「勝ち組」になっているのです。山梨英和大学ではまだこの制度が有効に機能しているとはいえま

せん。しかし、学生が主役であるこの山梨英和大学であればできると私は思います。

　この原稿を執筆している頃にはすでに２ヶ月が経過しており、スタッフをはじめとするいろいろな方のサポートのも

と、少しずつではありますが、改革を進めています。従来のFace to Faceの学生サポートに加え、山梨英和で進め

ているICT（情報通信技術）を使った効果的な学生支援のしくみをつくりあげ、「山梨英和大学の学生サービス」を

形にすることが私に課せられたミッションであると思っています。ご指導・ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

“創立125年～建学の精神に立ち返る～”

山梨英和中学校・
高等学校
校　長

三　井　貴　子

山梨英和幼稚園
韮崎英和幼稚園
石和英和幼稚園
園　長

大　木　正　人

　山梨英和女学校がカナダのメソジスト教会婦人伝道会と数名のキリスト教青年実業家との協力により、県

内唯一のキリスト教主義学校として設立されてから、今年で125年目を迎えます。これまで幾多の困難を乗り

越えて、現在の山梨英和があるのは、それぞれの時代においてかかわって下さった方々の深い祈りと献身的

なお働きの賜物であると確信しております。

　今年の6月11日に天に召された第18代校長の矢﨑園先生もまた、その重責を担われたお一人であります。矢

﨑先生は1984年に、同窓生初の中学校・高等学校校長として就任されました。そのとき既に73歳でした。私

が新任教員として採用されたのも矢﨑校長時代でした。先生は非常にパワフルで年齢を全く感じさせない程、

精力的に改革に取り組まれていました。今思うと、81歳まで現役の校長としてご活躍された矢﨑先生は本当

に偉大であったとただただ頭が下がります。年齢差が50歳以上ある私にまで心を砕き、厳しく育ててくださ

いました。紫色の上品なスーツを着こなしてさっそうと歩くお姿に、教師としても一人の女性としても憧れてお

りました。矢﨑先生の礼拝説教は、非常に説得力があり今でも脳裏に焼きついています。　

　6月13日には、矢﨑先生のご遺体を乗せた車が急遽中高のキャンパスに立ち寄ってくださることになり、全

校生徒・教職員でロータリーに整列し、最後にみんなで感謝の気持ちでお送りすることができました。生徒

たちも、この歴史的瞬間を共有できたことを誇りに思っています。

　今年、創立125年を迎えるにあたり、現在山梨英和に連なる一人一人が、もう一度キリスト教信仰に基づく建

学の精神に立ち返り、心を合わせて教育の業に励む者でありたいと思います。そして決して揺らぐことのない教

育理念を土台に据えて、常に学びつつ最先端の教育的アプローチを導入しながら前進したいと思います。

　過日ご家族からいただいた矢﨑先生のお写真を校長室に置かせていただきました。穏やかな表情で「三井

先生、あーた若いのに何言ってんの。頑張りなさいよ！」と励ましてくださっているようです。

広く繋がりを紡げる幼稚園をめざして
　今、この国は子ども･子育てに関して戦後最も大きな保育制度変革期にあります。その中にあって私立幼稚園

はいかに建学の精神を堅持してそのわざを担うのか。山梨英和学院がキリスト教信仰を基盤として人格形成と平

和への教育を目標に歩んできた125年の歴史を踏まえて、この課題に臨まねばなりません。そのさい思い起こされ

るのは5年前に当時の幼稚園長が『山梨英和学院120年史』誌に記した「山梨、韮崎、石和3英和幼稚園の現状

と展望」と題する下記の一文です。これは今日の私たちにとって大切な指針です。

　「幼稚園児人口が減少する一方で、0才から就学前の保育に欠ける子供たち (中略) と親たちのために「子育

　て支援」の必要性が強く求められています。(中略) 山梨英和学院の基本理念であるキリスト教信仰を主軸

　とした幼児教育の経験を生かし、0才から始まるキリスト教保育のあり方を研究し、山梨英和学院の香りの

　する「子育て支援」の形を創って行きたいと考えています。(中略)人と人との繋がりが薄れ不安や孤独を一

　人で耐えながら生きている人々の多い社会だからこそ、子供たちと、子供たちの生活する家庭にもキリスト

　による真の平和を述べ伝え実践して行くことが、私たち山梨英和学院の幼稚園の存在の根拠でもあると

　考えています。(中略)120年の経験と伝統を踏まえて子供を中心に親も祖父母も安心して集い、互いに人と

　人との繋がりを紡いで行ける場としての幼稚園を目指して行きたいと思います。」

　キリストは幼子への祝福を通してその子たちを見守っている大人達をも祝福されました。そこには子どもを中心に

人と人との繋がりを紡ぎ広げる共同体(幼稚園)の姿が示されています。大きな変革期にあればこそ私たちはこの

キリストのお姿と実践を心に不易流行の精神でキリスト教保育･教育にあたりたいと願います。過日行った「子ども･

子育て支援新制度」を学ぶ3園研修会で講師は「子どもが一人前の人に育つための生態系…地域コミュニティの

再構築をする必要があります。譬えるなら認定こども園は子どもにとってのビオトープです」と言われました。人と人

との繋がりを紡ぐ幼稚園となりたいと願う私達へのチャレンジとしてこの言葉は響いてきました。

Yamanashi Eiwa  125th Anniversary
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先生、あーた若いのに何言ってんの。頑張りなさいよ！」と励ましてくださっているようです。

広く繋がりを紡げる幼稚園をめざして
　今、この国は子ども･子育てに関して戦後最も大きな保育制度変革期にあります。その中にあって私立幼稚園

はいかに建学の精神を堅持してそのわざを担うのか。山梨英和学院がキリスト教信仰を基盤として人格形成と平

和への教育を目標に歩んできた125年の歴史を踏まえて、この課題に臨まねばなりません。そのさい思い起こされ

るのは5年前に当時の幼稚園長が『山梨英和学院120年史』誌に記した「山梨、韮崎、石和3英和幼稚園の現状

と展望」と題する下記の一文です。これは今日の私たちにとって大切な指針です。

　「幼稚園児人口が減少する一方で、0才から就学前の保育に欠ける子供たち (中略) と親たちのために「子育

　て支援」の必要性が強く求められています。(中略) 山梨英和学院の基本理念であるキリスト教信仰を主軸

　とした幼児教育の経験を生かし、0才から始まるキリスト教保育のあり方を研究し、山梨英和学院の香りの

　する「子育て支援」の形を創って行きたいと考えています。(中略)人と人との繋がりが薄れ不安や孤独を一

　人で耐えながら生きている人々の多い社会だからこそ、子供たちと、子供たちの生活する家庭にもキリスト

　による真の平和を述べ伝え実践して行くことが、私たち山梨英和学院の幼稚園の存在の根拠でもあると

　考えています。(中略)120年の経験と伝統を踏まえて子供を中心に親も祖父母も安心して集い、互いに人と

　人との繋がりを紡いで行ける場としての幼稚園を目指して行きたいと思います。」

　キリストは幼子への祝福を通してその子たちを見守っている大人達をも祝福されました。そこには子どもを中心に

人と人との繋がりを紡ぎ広げる共同体(幼稚園)の姿が示されています。大きな変革期にあればこそ私たちはこの

キリストのお姿と実践を心に不易流行の精神でキリスト教保育･教育にあたりたいと願います。過日行った「子ども･

子育て支援新制度」を学ぶ3園研修会で講師は「子どもが一人前の人に育つための生態系…地域コミュニティの

再構築をする必要があります。譬えるなら認定こども園は子どもにとってのビオトープです」と言われました。人と人

との繋がりを紡ぐ幼稚園となりたいと願う私達へのチャレンジとしてこの言葉は響いてきました。

Yamanashi Eiwa  125th Anniversary



山梨英和大学の特色ある取組
学生サービス部 三　浦　一　秋

山梨英和大学副学長（広報戦略担当） 窪　内　節　子

　２０１２年の「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体

制整備事業」に続き、「産業界のニーズに対応した教育改善・

充実体制整備事業【テーマB】インターンシップ等の取組拡

大」に本学が採択されました。これは、２０１５年度以降の卒

業・修了予定者に対する就職・採用活動の後ろ倒しへの円滑

な移行を目的として文部科学省が実施する事業です。

　本学の参加する取組の幹事校は電気通信大学が務め、連

携校は本学をはじめ亜細亜大学や北里大学など計６校が参

加し、２０１４年と２０１５年の２年間で事業を実施します。取

組の名称は「広域多摩中小企業インターンシップ推進事業」

で、今年度は主に、多摩地域の中小企業にて、低学年次学生

向けの短期インターンシップを実施します。本学のインターン

シップは山梨県内の企業での研修が中心でした。今回、多摩

地域の研修を行うことで、学生の職業理解が進むきっかけと

なることを期待しています。

　山梨英和大学では、4月から新たな広報戦略に取り組んでい

ます。新任の先生方のアイディアと活力、従来からの教職員の

心強い協力を得て、さまざまなアイディアを実現し新たな広報

戦略部門を動かしていくことが私の当初からの考えでした。そ

の結果、２つの企画が動き始めました。１つ目は、「山梨英和大

学ブランディング研究会」というものの設立です。ブランディン

グというのは、価値あるブランドを構築するための活動をいい

ます。そのために学生主体の大学広報活動の計画・実行や、地

域と連携した活動を通して大学の魅力を広げていく活動を推

進していこうというものです。２つ目は、山梨英和大学がソー

シャルメディアとして公式なアカウントを設定し、山梨英和大

学の行事や取り組みについての情報を動画などで発信していく

活動です。

　以上の新たな活動の他に、オープンキャンパスの刷新や大学

の説明会などに新企画を導入していこうと考えています。どうぞ

今後とも皆様のご協力とご支援をお願いいたします。

社会連携センターの活動
　社会連携センターでは、社会連携、図書館、公開講座（メイ

プルカレッジ）、心理臨床センターに関する業務を行っています。

ぜひご利用ください。

【社会連携事業】
　本学では山梨県及び、甲府市、甲州市、笛吹市、山梨市の全

域をキャンパスと位置づけ、学生・教職員による実践的な教育

研究活動を介して、地（山梨県域）と知（教育研究）が有機的

に連合したプロジェクトを実施することで、山梨の地における

知の拠点としての機能を強化していきます。教育・子育ての問

題、地域の活性化や地域コミュニティー機能の再生、多文化共

生社会の実現などに向けて活動していきます。本学院に連なる

学生・生徒・園児・同窓生の皆様のご協力をお願いしたいと思

います。

【図　書　館】
＊図書館を一般開放しています

　山梨県に居住、又は勤務している１６歳以上の方なら利用が

　可能です。（身分を証明するものをご持参ください。）

＊中学校・高校生対象の職場体験実施

　中学生、高校生の皆さんに司書の仕事を体験していただきま

　す。在籍学校を通して申し込みができます。

　期　間　２０１４年７月２２日（火）から８月８日（金）まで

＊図書館フェスティバル開催（学園祭）

　日　時　２０１４年１１月１日（土）２日（日）

　内　容　本探しゲーム等

【メイプルカレッジ】
本学では語学・資格取得・趣味に生かせる「公開講座」と本学の

授業を学生と一緒に受講できる「特別開放講義」を実施してい

ます。現在後期の講座を募集中です。

始動　新広報戦略

『2015大学案内』配付中！
本学ホームページでは、デジタルブックを
ご覧いただくことができます。

受験生向け情報発信ツールとしてLINE＠をはじめました。
オープンキャンパスや各種イベント情報などをお届けします。

友だち登録の方法
◆ID検索の場合
　「＠yamanashi-eiwa」と入力して検索。
◆ QRコードを使用する場合
　　右記コードを読み込んでください。

http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/HP

OPEN CAMPUS 2014
7月19日（土）／8月2日（土）／8月24日（日）／
9月6日（土）／11月2日（日）

お問合せ先：広報戦略部（055）223-6022

学生相談室とグループ活動
学生相談室・主任カウンセラー 設　樂　友　崇

【２０１３年ヴァンフォーレ甲府でのインターンシップの様子】 メイプルカレッジ「クラシック音楽」って何？

　私たちの学生相談室では、カウンセリングだけでなく、年間を

通じて沢山のグループ活動を行っています。例えばそれは、茶話

会、料理、ヨーガ、粘土造形、写真、ゲーム、コラージュ、書き初

め、心理学の体験学習など、心と身体に働きかける活動であり、

個性の違いを味わったり協力し合ったりする活動です。

　グループ活動を通じて、大切な仲間と出会った学生がいます。

自分に自信をつけ、サークルの幹部として活躍した学生たちが

います。プレイバック・シアターという活動を続けたくて、学外団

体を立ち上げた卒業生もいます。彼らは、グループを楽しみなが

ら、一人ひとりの可能性を広げていきました。

　私たちは、社会の中にあっては助け合い、個人の心の中にあっ

ては大切な人たちの言葉や思い出に支えられて生きています。

つまり、いつもグループと共にあるのです。学生たちが成熟し、

成長していくことを願い、今年度もまたグループ活動に取り組

んでいます。

装いを新たにして
山梨英和大学宗教主任 山梨英和大学助教深　津　容　伸

　この度、Gホールに新たに十字架が掛けられ、聖壇掛け、ヒム

ボードが備えられました。十字架は正面壁上方に掛けられ、G

ホールに入ると一番に目につきます。聖壇掛けは教会暦に沿っ

て色が変えられ、白、赤、紫、緑の4色を揃えました。今がどのよ

うな時節にあたるか色から知ることができます。ヒムボードは、

黒板とホワイトボードの両面使用が可能で、その日の礼拝の聖

書箇所、讃美歌番号などを記入して掲示します。

　本学では開学以来、専用の礼拝堂がなく、Gホールという多

目的ホールで礼拝が守られてきましたが、このような礼拝用具

が与えられ、心を落ち着け、一層神とそして自分と向き合える空

間となりましたことを感謝しております。

ICICIC2013「Best Paper Award」の受賞
秋　月　拓　磨

　昨年9月14日から17日に熊本で開催された、第8回革新的計

算論と情報・制御に関する国際会議（ICICIC 2013）において「Best 

Paper Award」を受賞いたしました。

　今回の会議では、238編の発表論文の中から今後の発展が期

待される優れた論文数編が選出され、私の発表論文（“Toward 

Symbolization of Human Motion Data ̶ Time-Series 

Clustering in Symbol Space̶”）もその1編に加わることが

できました。

　この論文は、身体動作における個人のクセやスキルの定量評

価手法に関する研究成果を報告したもので、これまでの基礎研

究の積み重ねが評価されたのだと思います。今後も教育活動と

の両立を目指しながら、研究テーマの前進に注力したいと思い

ます。最後に、日々の教育研究活動へのご理解・ご支援を頂い

ている本学教職員のみなさまに感謝申し上げます。

【心理臨床センター】
　心理臨床センターでは子育て不安、職場の対人関係の悩み、

いじめ、不登校など、様々なこころの悩みについてご相談を受

け付けています。ご相談は予約制になっておりますので、電話で

お申込みください。℡ 055-222-3023

＊心理臨床センター地域連携セミナー

　講　師　松木　邦裕氏

　日　時　２０１４年１２月２３日（火・祝）午後(詳細は未定)

　場　所　山梨英和大学　グリンバンクホール

　テーマ　「“こころの課題とその見立て”」　　　　　　　

　　　　　　　―教育現場と心理臨床とをつなぐ視点から―

※日程は変更となることがあります。

【２０１４県民コミュニティーカレッジ】
講座名　サイコロジー・トゥディ

講　師　本学教員（本多・槻舘・飯田・森・高橋）

日　時　２０１４年１０月１日・８日・１５日・２２日・２９日（いず

　　　　れも水曜日）

　　　　１９:００～２０：３０

場　所　山梨英和大学

問い合わせ先　社会連携センター℡：055-223-6034

e-mail:university-extension@yamanashi-eiwa.ac.jp
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山梨英和大学の特色ある取組
学生サービス部 三　浦　一　秋

山梨英和大学副学長（広報戦略担当） 窪　内　節　子

　２０１２年の「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体

制整備事業」に続き、「産業界のニーズに対応した教育改善・

充実体制整備事業【テーマB】インターンシップ等の取組拡

大」に本学が採択されました。これは、２０１５年度以降の卒

業・修了予定者に対する就職・採用活動の後ろ倒しへの円滑

な移行を目的として文部科学省が実施する事業です。

　本学の参加する取組の幹事校は電気通信大学が務め、連

携校は本学をはじめ亜細亜大学や北里大学など計６校が参

加し、２０１４年と２０１５年の２年間で事業を実施します。取

組の名称は「広域多摩中小企業インターンシップ推進事業」

で、今年度は主に、多摩地域の中小企業にて、低学年次学生

向けの短期インターンシップを実施します。本学のインターン

シップは山梨県内の企業での研修が中心でした。今回、多摩

地域の研修を行うことで、学生の職業理解が進むきっかけと

なることを期待しています。

　山梨英和大学では、4月から新たな広報戦略に取り組んでい

ます。新任の先生方のアイディアと活力、従来からの教職員の

心強い協力を得て、さまざまなアイディアを実現し新たな広報

戦略部門を動かしていくことが私の当初からの考えでした。そ

の結果、２つの企画が動き始めました。１つ目は、「山梨英和大

学ブランディング研究会」というものの設立です。ブランディン

グというのは、価値あるブランドを構築するための活動をいい

ます。そのために学生主体の大学広報活動の計画・実行や、地

域と連携した活動を通して大学の魅力を広げていく活動を推

進していこうというものです。２つ目は、山梨英和大学がソー

シャルメディアとして公式なアカウントを設定し、山梨英和大

学の行事や取り組みについての情報を動画などで発信していく

活動です。

　以上の新たな活動の他に、オープンキャンパスの刷新や大学

の説明会などに新企画を導入していこうと考えています。どうぞ

今後とも皆様のご協力とご支援をお願いいたします。

社会連携センターの活動
　社会連携センターでは、社会連携、図書館、公開講座（メイ

プルカレッジ）、心理臨床センターに関する業務を行っています。

ぜひご利用ください。

【社会連携事業】
　本学では山梨県及び、甲府市、甲州市、笛吹市、山梨市の全

域をキャンパスと位置づけ、学生・教職員による実践的な教育

研究活動を介して、地（山梨県域）と知（教育研究）が有機的

に連合したプロジェクトを実施することで、山梨の地における

知の拠点としての機能を強化していきます。教育・子育ての問

題、地域の活性化や地域コミュニティー機能の再生、多文化共

生社会の実現などに向けて活動していきます。本学院に連なる

学生・生徒・園児・同窓生の皆様のご協力をお願いしたいと思

います。

【図　書　館】
＊図書館を一般開放しています

　山梨県に居住、又は勤務している１６歳以上の方なら利用が

　可能です。（身分を証明するものをご持参ください。）

＊中学校・高校生対象の職場体験実施

　中学生、高校生の皆さんに司書の仕事を体験していただきま

　す。在籍学校を通して申し込みができます。

　期　間　２０１４年７月２２日（火）から８月８日（金）まで

＊図書館フェスティバル開催（学園祭）

　日　時　２０１４年１１月１日（土）２日（日）

　内　容　本探しゲーム等

【メイプルカレッジ】
本学では語学・資格取得・趣味に生かせる「公開講座」と本学の

授業を学生と一緒に受講できる「特別開放講義」を実施してい

ます。現在後期の講座を募集中です。

始動　新広報戦略

『2015大学案内』配付中！
本学ホームページでは、デジタルブックを
ご覧いただくことができます。

受験生向け情報発信ツールとしてLINE＠をはじめました。
オープンキャンパスや各種イベント情報などをお届けします。

友だち登録の方法
◆ID検索の場合
　「＠yamanashi-eiwa」と入力して検索。
◆ QRコードを使用する場合
　　右記コードを読み込んでください。

http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/HP

OPEN CAMPUS 2014
7月19日（土）／8月2日（土）／8月24日（日）／
9月6日（土）／11月2日（日）

お問合せ先：広報戦略部（055）223-6022

学生相談室とグループ活動
学生相談室・主任カウンセラー 設　樂　友　崇

【２０１３年ヴァンフォーレ甲府でのインターンシップの様子】 メイプルカレッジ「クラシック音楽」って何？

　私たちの学生相談室では、カウンセリングだけでなく、年間を

通じて沢山のグループ活動を行っています。例えばそれは、茶話

会、料理、ヨーガ、粘土造形、写真、ゲーム、コラージュ、書き初

め、心理学の体験学習など、心と身体に働きかける活動であり、

個性の違いを味わったり協力し合ったりする活動です。

　グループ活動を通じて、大切な仲間と出会った学生がいます。

自分に自信をつけ、サークルの幹部として活躍した学生たちが

います。プレイバック・シアターという活動を続けたくて、学外団

体を立ち上げた卒業生もいます。彼らは、グループを楽しみなが

ら、一人ひとりの可能性を広げていきました。

　私たちは、社会の中にあっては助け合い、個人の心の中にあっ

ては大切な人たちの言葉や思い出に支えられて生きています。

つまり、いつもグループと共にあるのです。学生たちが成熟し、

成長していくことを願い、今年度もまたグループ活動に取り組

んでいます。

装いを新たにして
山梨英和大学宗教主任 山梨英和大学助教深　津　容　伸

　この度、Gホールに新たに十字架が掛けられ、聖壇掛け、ヒム

ボードが備えられました。十字架は正面壁上方に掛けられ、G

ホールに入ると一番に目につきます。聖壇掛けは教会暦に沿っ

て色が変えられ、白、赤、紫、緑の4色を揃えました。今がどのよ
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　日　時　２０１４年１２月２３日（火・祝）午後(詳細は未定)

　場　所　山梨英和大学　グリンバンクホール

　テーマ　「“こころの課題とその見立て”」　　　　　　　

　　　　　　　―教育現場と心理臨床とをつなぐ視点から―

※日程は変更となることがあります。

【２０１４県民コミュニティーカレッジ】
講座名　サイコロジー・トゥディ

講　師　本学教員（本多・槻舘・飯田・森・高橋）
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オーストラリア姉妹校で
初めての海外語学研修実施

2014年度入試合格者数

2013年度卒業生進路状況

　　◆◇　東京大学1名合格、山梨大学医学部医学科2年連続で合格いたしました。◇◆

【国公立大学】

進路先

学部･学科系統別進学先
　　　（　　）内は、卒業生数に対する割合

    (　　）内は、進学者数に対する割合

【私立大学】 【海外進学】

【専門・各種学校】      【私立短期大学】

　２０１３年７月２２日から９月４日まで、中学３年１組１９名

の生徒がオーストラリアの姉妹校メントン・ガールズ・グラマ

ー・スクール（以下メントン）での語学研修に参加しました。

　２０１１年度に姉妹校となったメントンは、オーストラリア

南部のヴィクトリア州に位置し、１８９９年創立のキリスト教

主義女子校で、幼稚園から高校３年生までが同じキャンパ

スで学んでいます。生徒同士が学習中の英語・日本語での

積極的な交流が始まり、今回は英和生がメントン生宅にホ

ームステイしながら約７週間過ごし、学校での勉強、校内・

校外アクティビティなど充実した研修を無事に終えることが

できました。

　朝はホストシスターと一緒に登校し、外国人に英語を教

える専門のお二人の先生からみっちり英語の授業を受けま

した。オーストラリアをまるごと感じられるように、多岐に渡

るテーマに沿って授業が用意されていました。大都市メルボ

ルン、オーストラリアの食べ物、自然、地理、スポーツ、動物、

海の生き物、歴史、アボリジニの人々など・・・３日間のキャ

ンプ（少し過酷でした）ではクラスメートとの絆も深まり、後

メントンに到着しました

スリランカ研修報告
　今年の「ＪＩＣＡ研修」は北海道の８割ほどの小さな島国、

スリランカを訪れました。中２から高３までの学年の異なる

仲間でしたが、皆、大変好奇心旺盛であり、志向や将来の

夢が近いこともあり、何事にも協力して積極的に行動するこ

とができました。スリランカでは長かった内戦がようやく終わ

授業にも集中

半の研修に向けてのよいターニングポイントになりました。

校外アクティビティでは、メルボルン動物園やミニペンギン

で有名なフィリップ島に出かけたり、地元の教会の礼拝に参

加したり老人ホームを訪問する機会もありました。

　生徒たちは持参したiPadを使用して、毎日記録するDiary

をDropbox（インターネット経由でファイルを共有できるサ

ービス）にアップロードして、日本にいる教員も現地の様子

を知ることができました。日本の家族からは時々メールで応

援メッセージが届いていたようです。長かったようであっと

いう間だった７週間は、日本の家族、現地の先生方、ホスト

ファミリーのおかげで、生徒たちにとって大きな人生の糧に

なりました。研修前後も含めて、関係者の皆様のお支えに心

から感謝します。

　　　　　（山梨英和中学校・高等学校教諭　近藤美和）

ポートキャンベル国立公園の１２使徒前で

東 京 1

卒 業 生 数 進  学  者  数  1 0 2  ( 進学率 9 3 . 6 % )
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社会科学系
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（13.7％）

人文科学系

26
（25.5％）

進 学 者 数

102
総合・学際系

5
（4.9％）

家 政 系
17

（16.7％）

教 育 系
3

（2.9％）

芸 術 系
9

（8.8％）

横浜国立 1
千 葉 1
信 州 1
山 梨 4
静 岡 1
山梨県立 1
合 計 10

山梨英和 12
上 智 1
国際基督教 2
青山学院 6
立 教 2
明 治 3
中 央 3
法 政 2
学 習 院 1
立 命 館 1
東京女子 4
津 田 塾 2
東京農業 3
成 城 1

日 本 1
東 洋 2
専 修 2
明治学院 3
京都外国語 1
大阪芸術 1
武 蔵 野 1
日本体育 1
国 士 舘 1
久 留 米 1
岩手医科 1
星 薬 科 1
東京薬科 3
北 里 2

昭 和 1
昭和薬科 1
東 邦 1
健康科学 1
神奈川歯科 1
杏 林 2
玉 川 3
神 奈 川 1
聖心女子 1
白百合女子 3
フェリス女学院 1
清泉女子 1
東洋英和女学院 1
東京家政 2

東京家政学院 3
大妻女子 3
女子栄養 1
昭和女子 3
実践女子 9
鎌倉女子 1
駒沢女子 2
相模女子 1
国立音楽 1
武蔵野音楽 1
東京音楽 1
多摩美術 3
女子美術 2
東京造形 3

桜 美 林 1
文 教 1
東 海 1
東京都市 1
関東学院 2
東京工科 1
神奈川工科 1
岐阜聖徳 1
大 正 1
立 正 2
帝京平成 2
東北福祉 1
茨城キリスト教 2
佐 久 2

東京医療保健 1
目 白 1
ヤマザキ学園 1
山梨学院 1
合 計 141

大妻女子 1
山野美容芸術 1
上 智 1
立教女学院 1
新渡戸文化 1
帝 京 1
山梨学院 5
合 計 11

共立高等看護 1
甲府看護 2
サンテクノカレッジ 2
帝京福祉 1
日本工学院八王子 1
ミス・パリ・ビューティ 1
ビジョナリーアーツ 1
合 計 9

ACG foundation コース
オークランド大学コース 1
合 計 1

り、希望に満ちた明るい表情であふれていました。人々は誰に

対しても大変優しく、とても大らかで器の大きい国です。

　さて、この研修では世界遺産のシギリヤロックや古都キャ

ンディ、大都市コロンボの観光もいたしましたが、やはり何

といっても３日目の幼稚園訪問、５日目の小学校訪問が生徒

たちが最も楽しみにしていたプログラムでした。幼稚園でも

小学校でも日本の青年海外協力隊の女性隊員が活躍してい

て、彼女たちを通してＪＩＣＡの活動内容を学ぶことができま

した。貧しいながらも子どもの教育にはお金を惜しまない。ス

リランカとはそういう国です。日本の若き女性たちがそのお

手伝いをしている。

その後ろ姿から生徒

たちは多くのことを

学びました。

　小学校ではサリー

の着付けを教わった

り、日本から持ってき

た紙風船や折り紙で子どもたちと交流の時を持ちました。

あの子どもたちの10年先の未来はどうなっていることでしょ

う。短い交わりではありましたが、この交流が日本とスリラン

カをつなぐ架け橋となることを願いこの旅を終えました。

　　　　　（山梨英和中学校・高等学校教諭　石原　聡）
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うキリスト教団体の活動と出会いました。同じアジアの仲間であるバングラデシュ

では十分に教育を受けられない子ども達がいることを知り、園児から、「先生、な

にかしたい！」という声が上がり、“バングラデシュに寺子屋をたてようプロジェクト

！”が始動しました。切手や書き損じはがき、未使用の鉛筆を集め、秋のバザーで

は子ども達がクッキーやマフラーを作って販売しました。クリスマスには献金をし

て集まった沢山の品と合わせてACEFに送ることが出来ました。この活動は、次の

子ども達にも引き継がれ、今年も年長組を中心に、保護者の方と共に、思いをひと

つにして取り組んでいます。

　小さな子ども達が自分のことだけ

ではなく、家族や周りの人々、世界の

仲間のことを想って過ごすとき、その

中心にいつも神さまの存在がありま

す。イエスさまが教えて下さった主

の祈りは、このようにして子ども達に

とって確かな感謝と喜びの源になっ

ています。

山梨英和幼稚園

『植える、育てる、味わう』

　幼稚園には畑が三か所あります。子どもたちはそこで四季を通じて野菜や果物を育て

る体験を続け、収穫して味わいます。春、触れたくなる気持ちをおさえて、イチゴが赤く

なるのを楽しみに待つ日々。夏、厳しい暑さの中での畑への水運びと水遣り。水々しい

キュウリを初めて収穫した日の喜び。反面、途中で枯れてしまった苗を見るさびしさ。嬉

しい事や残念な事など、貴重な体験を作物を育てながら重ねています。それらを通して

作物の旬を知ることもできます。稲を育て収穫した時の脱穀では、1粒1粒を大切に扱っ

ている子どもたちの姿を見ることができました。何本もの大きな柿の木からとれた実で

は、毎年保育参加日に親子で干し柿作りをします。味わうまでには1ヶ月ほどかかります

が待つことも楽しみです。今年度は何に挑戦しようか相談しています。

『クリスマスツリー点火式』

　毎年11月末に、園舎東側の木を飾って“クリスマスツリー点火式”を行います。ツ

リーの前で礼拝をし、クリスマスキャロルやダンスを楽しんだ後、ホールに集まってク

リスマスコンサートをします。ゲストを招いたり、グリーンメイプル（園児たちのコー

ラスグループ）の歌を聴いたり一緒に歌ったり、クリスマスの喜びがあふれる素敵な

時間です。アドベントの時に持たれるこの集いでは、在園児の家族、卒園児の家族、

未就園児さんのご家族をはじめとして、近隣の地域の方々も一緒にクリスマスの喜

びを分かち合います。

今年度も心に残る夕べ

となるよう、準備をし

ています。

韮崎英和幼稚園

『主の祈りの心を子どもたちと共に』

　前回の『メイプルニュース』54号でもお伝えしましたが、韮崎英和幼稚園の子

ども達は、昨年度から「主の祈り」を覚えて毎日の礼拝の中で一緒にお祈りをして

きました。子ども達は、いつもまっすぐに神さまを仰ぎ、身近に神さまの存在を感

じています。お友達に優しく声を掛けることは、神さまが私たちにそうして下さっ

ていること。お友達と一緒に悲しく涙してしまうことは、神さまご自身が共に泣い

て下さっていることを感じています。

　そのような毎日を過ごす中で、私たちはアジアキリスト教教育基金(ACEF)とい

認定こども園 石和英和幼稚園

『みんなでお祈り』

　石和英和幼稚園保育部ホサナ組には、満１歳児～満３歳児ま

での子どもたちが、元気いっぱい豊かな時間を過ごしています。

保育者は，一人一人の成長過程を観察し、子ども達の思いに寄り添

いながらきめ細かい保育を心がけています。毎日のゆったりとし

た生活の流れが、子ども達の健やかな育ちへとつながっているよ

うに思います。ホサナ組の子ども達は、みんなでお祈りする時間

が大好きです。まだ、言葉がはっきりしない年齢の子ども達です

が、毎日の礼拝の中で元気に讃美歌を歌い、心静かにお祈りをし

ます。私たちは、子どもたちと共にするお祈りに、力づけられ学ば

されている日々です。

『大好きな「かめ山」』

　石和英和幼稚園の園庭には、子どもたちに「かめ山」と呼ばれている小さな山があります。山の中にあるトンネルの中を腰

を屈めて通ったり、遠くから勢いをつけて山のうえまで駆け上がったり、鬼ごっこの拠点にしたり…と、様々な遊びが繰り広げ

られてきました。昨年度末、「子どもたちが大好きな“かめ山”をもっと楽しく、

そして安全に活動できる場にしよう」と、父母の会が「かめ山」の整備をして下さ

りました。山の中にドングリができる小楢の木を植え、早さ比べのできるドングリ

坂を備えたり、ぶら下がって遊べる木の枠を備えたりして、年間を通して季節を

感じながら楽しく遊べる場となりました。新しくなった「かめ山」でますます元

気に楽しく活動する子どもたちの姿が見られます。幼児の体力や筋力の低下が危

惧されている昨今、かめ山での、駆け上がったり、駆け下りたり、ぶら下がったり

…と全身を使う遊びを通して幼児期に必要な体力や筋力を培い、心身共に健康

な子どもに育ってほしいと願っております。

主の祈りの刺繍を、昨年の年長児が
卒園製作として作りました。

親子で干し柿作り

クリスマスツリーを見上げて…

心を合わせてのお祈り〈保育部〉

昨年度、このチラシを作り
子ども達からの協力を“発信”しました！

玄関にあるバングラデシュコーナー。
バングラデシュに限らず、

世界の国の名前や場所を、地球儀を見ながら、
身近に感じています！

お米ができるまでを知りました

今年で3回目になる保護者対象の講演会。バングラデ
シュの現状を知り、学び合いました。（2014.6.17）

かめ山で遊ぶ子どもたち〈幼稚園部〉
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　2014年度の総会が5月17日に開催され、決算・予算等の

承認の後、役員改選が行われ、重任も含め新役員が承認

されました。

　昨年末に「山梨英和の歴史をたどる会」により『礎のと

きを生きてー後編ー』が刊行され、私たちがお世話になっ

た先生方の英和教育にかけ

た情熱と信仰および個人と

しての生き方が紹介されて

います。それぞれの先生方

の中に生きている建学の精

神やエピソードなど知るこ

とができる冊子です。皆様、

是非お読み下さい。

　またNHKの朝のドラマ

では母校の教師であった村

岡花子さんがモデルになっています。村岡さんの残された

業績と自立した女性の生き方は東洋英和・山梨英和でカ

ナダの宣教師の先生方から学ばれたものでありましょう。

　来年は同窓会創設120周年になります。母校や同窓会の

歴史を伝える資料を集め後世に残したいと考えています。

資料提供など皆様のご協力を頂けると幸いです。

　新入会者の減少など予算面でも厳しい現状ですが、会

員の皆様に喜んで頂けるよう全力を挙げて総務・各部共に

事業運営を致します。また母校への支援も強力にしていき

たいと願っています。どうぞ皆様のご協力をお願い致しま

す。

　今年度の役員・年間行事は以下の通りです。

会長：薬袋洋子  副会長：古屋真智子・寺田幸子・中島雅子

友愛部長：宮澤光子  事業部長：奈良和美  広報通信部長

：古屋知子  東京支部長：浜野優子  会計監査：五味雅子

・中村京子  事務局長：大代由美子  事務局員：藤本紀子・

荻野伊津子

中　学　・　高　校

歴史を振りかえる年

2014年度活動計画
定期総会
花の日
親睦バス旅行
東京支部総会
学園祭参加
秋の集い
バザー
クリスマス
新入会員受入式
クラス委員会
同窓通信

5月17日（土）
5月26日（月）
6月11日（水）
6月21日（土）
6月28日（土）
10月3日（金）
11月6日（木）
12月4日（木）
1月
7月　11月　3月
108号　109号　110号発行

　新緑の美しい5月10日（土）、横根町キャンパス内におい

て、第38回同窓会定期総会が開催されました。当日は晴天

にも恵まれ、たくさんの会員の皆様が足を運んでください

ました。今年度の当番学年である短大8期の方々のご尽力

により、サックス＆ピアノコンサートや懇親会では、日々の

雑多を忘れ、楽しい

一時を過ごすことが

できました。

　また、5月28日（水）の

親睦バス旅行では、50

名を超える参加者でバ

スが満席になる中、旧交

を温める貴重な時を持

つことができました。

　これらの行事にご参加くださった皆様が、「英和で教育

を受けた者同士の深いつながりを感じました。」「とても楽

しかったので、また来年も参加します。」と、口々におっし

ゃってくださいました。

　同窓会事務局では、大学の様子を細かく発信すると共に、

13,892名の会員相互の結びつきを深める活動を今後も行っ

てまいります。また、被災者支援制度を利用して入学された5

名の在学生の皆さんが卒業されるまで、できる限りのバックア

ップもしてまいります。愛する母校の益々の発展を願い、母校

を盛り立てる活動も大学と連携して行ってまいりたいと思い

ます。

　同窓生の皆様

の、母校への更な

るご支援をお願

いすると共に、皆

様のお声も頂戴

したいと思いま

すので、下記宛先

までお気軽にご

連絡ください。

☆ご結婚される

同窓生への祝電

サービスも行っ

ています。FAX

またはお電話で

お知らせくださ

い。

　　罪を犯した女性に石を投げつける人は誰もいませんでした。私

たちの中に、罪のない者はいないのだという認識がさざ波のように

この場に広がっていきます。

　　けれどもだからと言って、女性の罪が消えたわけではありませ

ん。その時、イエス・キリストが「わたしもあなたを罪に定めない」と

お語りになりました。ただ一人罪のないお方として、石を投げうる

立場にいる方が「あなたを罪に定めない」とおっしゃいます。私が

あなたの代わりに十字架にかかり、あなたの罪を担うからあなたの

罪は赦された。行きなさい。新しく生きるのだ。これからはもう罪を

犯してはならない。

　　究極的に裁く人がいなければ、究極的に赦す人もいないことに

なり、その時人間はエゴにまみれた自分を知りながら、自分で自

分を赦し、甘やかしてしまうようなことが起こります。

　　けれども人々の罪を一身に担う決意を裏付けとして、主イエス

がこの言葉をお語りくださいます。尊い犠牲の上に成り立つ一方的

な罪の赦しの宣言と招きです。これを喜んで受け入れるように、ま

た赦しに応えて新しく生きるように私たちもまた招かれています。

（山梨英和中学校・高等学校宗教主任　宍戸尚子）

大　学　・　短　大

同窓会として母校のためにできること

山梨英和創立125周年記念
村岡花子先生赴任100周年記念

「村岡花子への手紙」コンクール

　　　　　　山梨英和は創立１２５周年を迎えました。笹子峠を越え甲

府へ赴任した若き女性宣教師や山梨の青年実業家達の想いは、

今もなお山梨英和に受け継がれています。それは偏に、皆さまの

御支援あってのことと思います。この場を借りて、多くの同窓生、並

びに関係者の方々へ感謝申し上げます。 　　　　(編集担当　藤原)

「個人情報の保護に関するお知らせ」
　　2005年4月から「個人情報の保護に関する法律」が施行されま

した。山梨英和学院は、同法、文部科学省の指針等を遵守し、収

集した情報を厳重に管理します。なお、学生・生徒・園児の表情

やキャンパス等の様子を紙面で伝えるために、行事等の写真を掲

載することをご理解くださいますようにお願い申し上げます。

主　　催：学校法人山梨英和学院、

　　　　山梨英和中学校・高等学校

審査委員長：村岡恵理

　　　　　　(赤毛のアン記念館・村岡花子文庫主宰)

副委員長：村岡美枝(赤毛のアン記念館・村岡花子文庫)

募集部門：一般・大学生部門1600字以内

　　　　　高校生部門　　　 1600字以内

　　　　　中学生部門　　　 1600字以内

　　　　　小学生部門　　　 800字以内

応募資格：各学校に在学している学生・生徒・児童、一般

応募期間：2014年7月22日(火)～9月19日(金)消印有効

発　　表：11月14日（水）までにHPで発表

イラスト　山梨英和中学校･高等学校　図書委員会生徒

2014年度活動計画

「わたしもあなたを罪に定めない。行きなさい。
　　　　　これからは、もう罪を犯してはならない。」
　　　　　　　　　　　　　　（ヨハネによる福音書8章11節）

聖書のことば

総会案内状、親睦旅行案内状発送
入学式出席・保護者湯茶接待
第１回　定例役員会
歴代会長会・学年代表委員会
第2回　 定例役員会
第３８回  同窓会定期総会（大学内）
親睦バス旅行
　（東京スカイツリー眺望とソラマチショッピング）
第3回　定例役員会
第4回　定例役員会
歴代会長会
第5回　定例役員会
第6回　定例役員会
第７回　定例役員会
会報｢かえで｣発送
紅楓祭ブース参加
クリスマスツリー点火祭出席
第8回　定例役員会

4月1日（火）
4月3日（木）
4月18日（金）
4月23日（水）
5月
5月10日（土）
5月28日（水）

6月
7月

9月
10月
11月

12月

2015年度活動計画
第9回　　定例役員会
第10回　 定例役員会
新入会員受け入れ式
卒業式出席
第11回　 定例役員会

1月
2月
3月

同窓会事務局は、月・木（午前10時から午後4時）に開いています。
電話・FAX 055-253-7991
Eメールアドレス　eiwadosojsh@yahoo.co.jp

同窓会事務局は、火・金（午前10時から午後3時）に開いております。
電話・FAX 055-231-2299
Eメールアドレス　eiwadoso@ruby.plala.or.jp

大　学

主な行事予定（2014年7月～2015年3月）

☆紅楓祭
☆クリスマスツリー点火祭
☆クリスマス礼拝・祝会
☆卒業礼拝
☆卒業式 (学位授与式)

１１月１日(土)～２日(日)
１１月２５日(火)
１２月１９日(金)
３月１２日(木)
３月１３日(金)

中学・高校
☆グリンバンク杯
☆クリスマスツリー点火式
☆クリスマス礼拝
☆卒業礼拝
☆高校卒業式
☆中学卒業式

１１月２０日(木)
１１月２５日(火)
１２月２３日(火)
２月２７日(金)
２月２８日(土)
３月１８日(水)

法人本部
☆山梨英和学院教職員クリスマス礼拝
☆山梨英和創立125周年記念コンサート
☆山梨英和創立125周年記念学術記念文化講演会

１１月２９日(土)
１０月２５日(土)
３月２１日(土)

幼稚園
☆運動会
 
 
☆クリスマス礼拝
 
 
☆卒園式

山梨
韮崎
石和
山梨
韮崎
石和
山梨
韮崎
石和

１０月１１日(土)
１０月１８日(土)
１０月１１日(土)
１２月１８日(木)
１２月１６日(火)
１２月２０日(土)
３月１９日(木)
３月１７日(火)
３月２１日(土)

編集後記

諸　報

応募先・問い合わせ先
山梨英和中学校・高等学校

「村岡花子への手紙」実行委員会

〒400-8507　山梨県甲府市愛宕町112

電話　055-252-6184(中学代表)

http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/jsh/

追悼、矢﨑　園先生
　　山梨英和学院名誉理事長・短大名誉教授矢﨑園先生には、
２０１４年６月１１日(水)に１０３歳をもってご召天されました。
　　告別式ならびに偲ぶ会は６月１５日（日）に行われ、矢﨑先生を
慕う多くの方に見送られ、先生は神の御もとへ旅立たれました。
　　また、６月１３日には、先生を乗せたお車が大学校舎と中高校
舎に立ち寄られました。大学キャンパスは先生の尽力あって建
てられたキャンパスです。中高では、全校生徒のお見送りにご遺
族の方はたいそう感激しておられました。
　　生前、矢﨑先生には、短大教授、中高校長、また、理事長・院
長を歴任していただきました。
　　矢﨑園先生の山梨英和へのお働きに感謝し、謹んで哀悼の
意を表します。
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　2014年度の総会が5月17日に開催され、決算・予算等の

承認の後、役員改選が行われ、重任も含め新役員が承認

されました。

　昨年末に「山梨英和の歴史をたどる会」により『礎のと

きを生きてー後編ー』が刊行され、私たちがお世話になっ

た先生方の英和教育にかけ

た情熱と信仰および個人と

しての生き方が紹介されて

います。それぞれの先生方

の中に生きている建学の精

神やエピソードなど知るこ

とができる冊子です。皆様、

是非お読み下さい。

　またNHKの朝のドラマ

では母校の教師であった村

岡花子さんがモデルになっています。村岡さんの残された

業績と自立した女性の生き方は東洋英和・山梨英和でカ

ナダの宣教師の先生方から学ばれたものでありましょう。

　来年は同窓会創設120周年になります。母校や同窓会の

歴史を伝える資料を集め後世に残したいと考えています。

資料提供など皆様のご協力を頂けると幸いです。

　新入会者の減少など予算面でも厳しい現状ですが、会

員の皆様に喜んで頂けるよう全力を挙げて総務・各部共に

事業運営を致します。また母校への支援も強力にしていき

たいと願っています。どうぞ皆様のご協力をお願い致しま

す。

　今年度の役員・年間行事は以下の通りです。

会長：薬袋洋子  副会長：古屋真智子・寺田幸子・中島雅子

友愛部長：宮澤光子  事業部長：奈良和美  広報通信部長

：古屋知子  東京支部長：浜野優子  会計監査：五味雅子

・中村京子  事務局長：大代由美子  事務局員：藤本紀子・

荻野伊津子

中　学　・　高　校

歴史を振りかえる年

2014年度活動計画
定期総会
花の日
親睦バス旅行
東京支部総会
学園祭参加
秋の集い
バザー
クリスマス
新入会員受入式
クラス委員会
同窓通信

5月17日（土）
5月26日（月）
6月11日（水）
6月21日（土）
6月28日（土）
10月3日（金）
11月6日（木）
12月4日（木）
1月
7月　11月　3月
108号　109号　110号発行

　新緑の美しい5月10日（土）、横根町キャンパス内におい

て、第38回同窓会定期総会が開催されました。当日は晴天

にも恵まれ、たくさんの会員の皆様が足を運んでください

ました。今年度の当番学年である短大8期の方々のご尽力

により、サックス＆ピアノコンサートや懇親会では、日々の

雑多を忘れ、楽しい

一時を過ごすことが

できました。

　また、5月28日（水）の

親睦バス旅行では、50

名を超える参加者でバ

スが満席になる中、旧交

を温める貴重な時を持

つことができました。

　これらの行事にご参加くださった皆様が、「英和で教育

を受けた者同士の深いつながりを感じました。」「とても楽

しかったので、また来年も参加します。」と、口々におっし

ゃってくださいました。

　同窓会事務局では、大学の様子を細かく発信すると共に、

13,892名の会員相互の結びつきを深める活動を今後も行っ

てまいります。また、被災者支援制度を利用して入学された5

名の在学生の皆さんが卒業されるまで、できる限りのバックア

ップもしてまいります。愛する母校の益々の発展を願い、母校

を盛り立てる活動も大学と連携して行ってまいりたいと思い

ます。

　同窓生の皆様

の、母校への更な

るご支援をお願

いすると共に、皆

様のお声も頂戴

したいと思いま

すので、下記宛先

までお気軽にご

連絡ください。

☆ご結婚される

同窓生への祝電

サービスも行っ

ています。FAX

またはお電話で

お知らせくださ

い。

　　罪を犯した女性に石を投げつける人は誰もいませんでした。私

たちの中に、罪のない者はいないのだという認識がさざ波のように

この場に広がっていきます。

　　けれどもだからと言って、女性の罪が消えたわけではありませ

ん。その時、イエス・キリストが「わたしもあなたを罪に定めない」と

お語りになりました。ただ一人罪のないお方として、石を投げうる

立場にいる方が「あなたを罪に定めない」とおっしゃいます。私が

あなたの代わりに十字架にかかり、あなたの罪を担うからあなたの

罪は赦された。行きなさい。新しく生きるのだ。これからはもう罪を

犯してはならない。

　　究極的に裁く人がいなければ、究極的に赦す人もいないことに

なり、その時人間はエゴにまみれた自分を知りながら、自分で自

分を赦し、甘やかしてしまうようなことが起こります。

　　けれども人々の罪を一身に担う決意を裏付けとして、主イエス

がこの言葉をお語りくださいます。尊い犠牲の上に成り立つ一方的

な罪の赦しの宣言と招きです。これを喜んで受け入れるように、ま

た赦しに応えて新しく生きるように私たちもまた招かれています。

（山梨英和中学校・高等学校宗教主任　宍戸尚子）

大　学　・　短　大

同窓会として母校のためにできること

山梨英和創立125周年記念
村岡花子先生赴任100周年記念

「村岡花子への手紙」コンクール

　　　　　　山梨英和は創立１２５周年を迎えました。笹子峠を越え甲

府へ赴任した若き女性宣教師や山梨の青年実業家達の想いは、

今もなお山梨英和に受け継がれています。それは偏に、皆さまの

御支援あってのことと思います。この場を借りて、多くの同窓生、並

びに関係者の方々へ感謝申し上げます。 　　　　(編集担当　藤原)

「個人情報の保護に関するお知らせ」
　　2005年4月から「個人情報の保護に関する法律」が施行されま

した。山梨英和学院は、同法、文部科学省の指針等を遵守し、収

集した情報を厳重に管理します。なお、学生・生徒・園児の表情

やキャンパス等の様子を紙面で伝えるために、行事等の写真を掲

載することをご理解くださいますようにお願い申し上げます。

主　　催：学校法人山梨英和学院、

　　　　山梨英和中学校・高等学校

審査委員長：村岡恵理

　　　　　　(赤毛のアン記念館・村岡花子文庫主宰)

副委員長：村岡美枝(赤毛のアン記念館・村岡花子文庫)

募集部門：一般・大学生部門1600字以内

　　　　　高校生部門　　　 1600字以内

　　　　　中学生部門　　　 1600字以内

　　　　　小学生部門　　　 800字以内

応募資格：各学校に在学している学生・生徒・児童、一般

応募期間：2014年7月22日(火)～9月19日(金)消印有効

発　　表：11月14日（水）までにHPで発表

イラスト　山梨英和中学校･高等学校　図書委員会生徒

2014年度活動計画

「わたしもあなたを罪に定めない。行きなさい。
　　　　　これからは、もう罪を犯してはならない。」
　　　　　　　　　　　　　　（ヨハネによる福音書8章11節）

聖書のことば

総会案内状、親睦旅行案内状発送
入学式出席・保護者湯茶接待
第１回　定例役員会
歴代会長会・学年代表委員会
第2回　 定例役員会
第３８回  同窓会定期総会（大学内）
親睦バス旅行
　（東京スカイツリー眺望とソラマチショッピング）
第3回　定例役員会
第4回　定例役員会
歴代会長会
第5回　定例役員会
第6回　定例役員会
第７回　定例役員会
会報｢かえで｣発送
紅楓祭ブース参加
クリスマスツリー点火祭出席
第8回　定例役員会

4月1日（火）
4月3日（木）
4月18日（金）
4月23日（水）
5月
5月10日（土）
5月28日（水）

6月
7月

9月
10月
11月

12月

2015年度活動計画
第9回　　定例役員会
第10回　 定例役員会
新入会員受け入れ式
卒業式出席
第11回　 定例役員会

1月
2月
3月

同窓会事務局は、月・木（午前10時から午後4時）に開いています。
電話・FAX 055-253-7991
Eメールアドレス　eiwadosojsh@yahoo.co.jp

同窓会事務局は、火・金（午前10時から午後3時）に開いております。
電話・FAX 055-231-2299
Eメールアドレス　eiwadoso@ruby.plala.or.jp

大　学

主な行事予定（2014年7月～2015年3月）

☆紅楓祭
☆クリスマスツリー点火祭
☆クリスマス礼拝・祝会
☆卒業礼拝
☆卒業式 (学位授与式)

１１月１日(土)～２日(日)
１１月２５日(火)
１２月１９日(金)
３月１２日(木)
３月１３日(金)

中学・高校
☆グリンバンク杯
☆クリスマスツリー点火式
☆クリスマス礼拝
☆卒業礼拝
☆高校卒業式
☆中学卒業式

１１月２０日(木)
１１月２５日(火)
１２月２３日(火)
２月２７日(金)
２月２８日(土)
３月１８日(水)

法人本部
☆山梨英和学院教職員クリスマス礼拝
☆山梨英和創立125周年記念コンサート
☆山梨英和創立125周年記念学術記念文化講演会

１１月２９日(土)
１０月２５日(土)
３月２１日(土)

幼稚園
☆運動会
 
 
☆クリスマス礼拝
 
 
☆卒園式

山梨
韮崎
石和
山梨
韮崎
石和
山梨
韮崎
石和

１０月１１日(土)
１０月１８日(土)
１０月１１日(土)
１２月１８日(木)
１２月１６日(火)
１２月２０日(土)
３月１９日(木)
３月１７日(火)
３月２１日(土)

編集後記

諸　報

応募先・問い合わせ先
山梨英和中学校・高等学校

「村岡花子への手紙」実行委員会

〒400-8507　山梨県甲府市愛宕町112

電話　055-252-6184(中学代表)

http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/jsh/

追悼、矢﨑　園先生
　　山梨英和学院名誉理事長・短大名誉教授矢﨑園先生には、
２０１４年６月１１日(水)に１０３歳をもってご召天されました。
　　告別式ならびに偲ぶ会は６月１５日（日）に行われ、矢﨑先生を
慕う多くの方に見送られ、先生は神の御もとへ旅立たれました。
　　また、６月１３日には、先生を乗せたお車が大学校舎と中高校
舎に立ち寄られました。大学キャンパスは先生の尽力あって建
てられたキャンパスです。中高では、全校生徒のお見送りにご遺
族の方はたいそう感激しておられました。
　　生前、矢﨑先生には、短大教授、中高校長、また、理事長・院
長を歴任していただきました。
　　矢﨑園先生の山梨英和へのお働きに感謝し、謹んで哀悼の
意を表します。
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2015 年度大学・高校・中学入試要項及び幼稚園入園要項

入　　試　　制　　度

入　試　区　分 出　　願　　期　　間 試　　験　　科　　目試験日

中　　　学　　　校

高　　　等　　　学　　　校

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

Ⅴ期

Ⅵ期

山梨英和高校Ⅰ期

山梨英和高校Ⅱ期

　９月　１日（月）～　９月１０日（水）

　９月２４日（水）～１０月　１日（水）

１０月２８日（火）～１１月　５日（水）

１１月２７日（木）～１２月　３日（水）

　１月　６日（火）～　１月２０日（火）

　２月　６日（金）～　２月１３日（金）

　８月２７日（水）～　９月　１日（月）

１１月２５日（火）～１１月２８日（金）

１０月２８日（火）～１１月　５日（水）

１０月２８日（火）～１１月　５日（水）

　１月　６日（火）～　１月２０日（火）

１０月２８日（火）～１１月　５日（水）

　１月　６日（火）～　１月２０日（火）

　２月　６日（金）～　２月１６日（月）

　１月　６日（火）～　２月　３日（火）

　２月　４日（水）～　２月１７日（火）

　２月１８日（水）～　３月１１日（水）

　３月１２日（木）～　３月２３日（月）

１２月　１日（月）～１２日（金）

　　　　　　　　　　消印有効

１２月１５日（月）～２５日（木）

　　　　　　　　　　　　必着

　１月１９日（月）～　２月４日（水）

　　　　　　　　　　　　必着

　１月１３日（火）～２２日（木）

１月１０日（土）

８月２１日（木）

９月６日（土）

９月２３日（火・祝）

１０月４日（土）

１１月１５日（土）

８月２１日（木）

１０月４日（土）

１１月１５日（土）

１２月６日（土）

１１月２６日（水）

ナイト学校説明会(18：30～)

ＥＩＷＡ　DAY（9：30～）

入試説明会(10：00～)

入試説明会（14：00～）

ミニ入試説明会（14：00～）

ナイト学校説明会(18：30～)

学校説明会、SSH公開授業(9：30～)

入試説明会(9：30～)

※同一内容

ナイト学校説明会(18：30～)
１月１０日（土）

２月　７日（土）

１月２４日（土）

　９月２４日（水）～１０月１０日（金）

１０月　９日（木）～１０月２３日（木）

１１月１３日（木）～１１月２８日（金）

１２月１０日（水）～１２月１８日（木）

　２月　５日（木）～　２月１３日（金）

　２月２５日（水）～　３月　６日（金）

　９月２４日（水）～１０月１０日（金）

１２月１０日（水）～１２月１８日（木）

１１月１３日（木）～１１月２８日（金）

１１月１３日（木）～１１月２８日（金）

　２月　５日（木）～　２月１３日（金）

１１月１３日（木）～１１月２８日（金）

　２月　５日（木）～　２月１３日（金）

　２月２５日（水）～　３月　６日（金）

　２月１０日（火）～　２月２０日（金）

　２月２３日（月）～　３月　９日（月）

　３月１８日（水）～　３月２７日（金）

　３月２６日（木）～　３月３０日（月）

　９月１７日（水）

１０月　４日（土）

１１月　８日（土）

１２月　６日（土）

　１月３０日（金）

　２月２１日（土）

　９月１７日（水）

１２月　６日（土）

１１月　８日（土）

１１月　８日（土）

　１月３０日（金）

１１月　８日（土）

　１月３０日（金）

　２月２１日（土）

　個別試験なし

　個別試験なし

　個別試験なし

　個別試験なし

　９月２２日（月）

１０月　８日（水）

１１月１２日（水）

１２月　９日（火）

　２月　４日（水）

　２月２４日（火）

　９月２２日（月）

１２月　９日（火）

１１月１２日（水）

１１月１２日（水）

　２月　４日（水）

１１月１２日（水）

　２月　４日（水）

　２月２４日（火）

　２月　９日（月）

　２月２０日（金）

　３月１７日（火）

　３月２５日（水）

AO入試

自己推薦入試

専　願　入　試

一　般　入　試

スカラシップ
（学業特待生）選考

推　薦　入　試

一　般　入　試

スカラシップ
（学業特待生）選考

作文・面接

作文・面接

国語・数学・英語・面接

（必修）国語・算数Ａ・面接
（選択）算数Ｂまたは英語

国語・算数・面接
※スカラシップ選考は出願時の申請者のみ

国語・算数
※一般入試Ⅰと同一問題

国語・数学・英語
※一般入試Ⅰと同一問題

自己推薦、専願、一般入試Ⅰ各
受験者ともに出願時に申請

推薦、一般入試の受験者全員
対象

指定校制推薦入学試験

山梨英和高等学校特別推薦入学

公募制推薦入学試験

一般入学Ａ日程試験（特待生制度あり）

一般入学Ｂ日程試験（特待生制度あり）

センター試験利用入試
　　（特待生制度あり）

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

Ⅰ期

Ⅱ期

出　　願　　期　　間 試　　験　　日 合　格　発　表 手　　続　　期　　間

＜大　　学＞

＜幼 稚  園＞
2015年度の募集要項については、子ども子育て支援新制度によりつつ、現在準備を進めています。
詳しくは各園にお問い合わせください。

詳しくは、入試広報部にお問い合わせください。

ホームページ  http://ｗｗｗ.yamanashi-eiwa.ac.jp/jsh/

〒400-8507　甲府市愛宕町112　　TEL.０５５－２５４－１５９０(入試広報部直通)　FAX.０５５－２５２－６４４９

発
行
年
月
日
　
二
〇
一
四
年
七
月
二
十
五
日
　
発
行
所
　
山
梨
県
甲
府
市
横
根
町
八
八
八
（
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
八
）
☎
〇
五
五
ー
二
二
三
ー
六
〇
一
二
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
五
ー
二
二
三
ー
六
〇
一
九
　
学
校
法
人
　
山
梨
英
和
学
院
・
法
人
本
部

＜高等学校・中学校＞

中学受験に向けて

高校受験に向けて

山梨英和幼稚園 TEL　055-241-2801

韮崎英和幼稚園 TEL　0551-22-0707

認定こども園石和英和幼稚園 TEL　055-262-3880
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